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地下１階の基礎免震レトロフィット工事 

●建物概要 

建物規模 地下4階、地上38階、塔屋3階 

敷地面積約11,600m2，建築面積約8,500m2， 

延床面積約212、000m2 

構造種別 鉄骨鉄筋コンクリート構造、鉄筋コンクリート構造、鉄骨造 

構造形式 ラーメン構造（桁行方向） 

 耐震壁付ラーメン構造（梁間方向） 

●改修経緯 

今回の既存上屋躯体保存計画において耐震壁の増設による一般的な

耐震補強を考えた場合、現行耐震基準を満足するためには各階各方向に

数カ所の壁を設置する必要があった。その場合、保存棟内部の特徴であ

る列柱の空間が損なわれる可能性があった。内部の列柱による空間を守

るため、耐震壁を極力減らすことが可能な免震構造とした。 

●免震改修計画 

本計画においては、東京駅前広場に面する北面の２スパン部分の躯体

保存並びに北東面の２スパン部分の既存上屋躯体保存が図られている。バ

リアフリー等の面から１階の床面は切り下げ、北東面のＲ部分及び南東面の

コーナー部分は機能更新から置換する計画となっている。構造的には、北

面の躯体保存部（２スパン×11 スパン）とＲ部の置換部を一体化して保存Ａ

棟とし、北東面の躯体保存部（２スパン×10.5 スパン）と南東コーナー部の

置換部を一体化して保存Ｂ棟とし、それぞれ独立した免震建物として直下並

びに敷地全体に構築される新築地下構造物の上に乗せる計画とした。 

 

●免震構造概要 

免震装置は各柱の下に設け、天然ゴム積層ゴム、鉛プラグ入り積層ゴ

ム、弾性すべり支承、直動転がり支承を使い分けて用いており、ダンパ

ーとしてオイルダンパーを付加している。免震装置の配置は免震層に偏

芯が生じないように設定し、また直動転がり支承は地震時に引き抜き力

が生じる箇所に採用している。免震装置直上の梁となる１階の大梁は、

バリアフリー化のため、外周を除く既存の１階大梁スラブは撤去し新た

に構築、外周部は既存梁を包み込むように構造補強している。 

免震部材の構成 

材料名 
数量 

保存棟Ａ 保存棟Ｂ 合計 

鉛ﾌﾟﾗｸﾞ入積層ｺﾞﾑ支承 18 12 30 

天然ｺﾞﾑ系積層ｺﾞﾑ支承 13 19 32 

弾性すべり支承 7 6 13 

直動転がり支承 1 2 3 

ｵｲﾙﾀﾞﾝﾊﾟー  6 6 12 

 

 

  
 鉛プラグ入り積層ゴム     弾性すべり支承 

  

直動転がり支承     免震用オイルダンパー   

  

●免震レトロフィット工事概要 
保存建物は地下 1 階、地上 5 階（SRC 造）だが、地上階の保存に加

え、地下階に関しては、既存地下躯体を解体し、地下4階まで新設を行

う。免震レトロフィット工事では保存建物を仮設鉄骨梁で支持した状態

で既存地下躯体を解体し、新設地下躯体を構築した後、地上階の保存建

物免震化を実施した。全体施工手順を以下に示す。  
① 既存1F 床梁を補強した後、高層棟の構真柱と敷地境界側SMW

に仮設鉄骨梁(BH-1700×500×28×75、L=17.4m、@3,000)を渡

し、油圧ジャッキで保存建物の地上階を支持する。 

 

                        【施工手順①】 

 

 

 

 

 

 

 

②既存地下躯体および基礎を解体する。 

  

③新設地下躯体を逆打工法で構築した後、保存建物の支持を仮設

鉄骨梁からB1F立上躯体に切替え仮設鉄骨梁を撤去する。 

   

④B1F柱頭に免震部材を設置し、上下ベースプレート取合部躯体を

構築した後、ジャッキダウンを行う。 

   

 

●免震他改修工事の概要 

①内部の列柱空間を守るため、耐震壁を極力減らし免震構造とする。 
②剛性が高いことにより集中する外周構面の負担せん断力を低減し、か

つ保有水平耐力を増大する目的で、各階の内部架構にRC耐震壁を増

設する。 
②保存部と新築部を一体の建物とするため、せん断補強筋並びにＰＣ鋼

棒で両者を緊結する。 
④バリアフリー化のために切り下げた１階の床梁は、免震装置支持用に

改築或いは補強する。 
⑤直下の免震層を有効活用するため、新築地下のB1階床梁から立ち上

がる柱の柱頭免震とする。 

⑥コンクリートの中性化対策として、劣化因子の除去を目的とした再ア

ルカリ化工法と劣化速度の抑制を目的とした浸透性防錆剤塗布工法

を使い分けて採用する。また、鉄筋のかぶり厚さが足りない部分につ

いては、高強度モルタルを施しかぶり厚さを確保する。 
 

                       

                       

           

 

 

                        

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

          

●設計者のコメント 

旧東京中央郵便局局舎という歴史的に価値の高い建物の保存、活用を

計画するにあたり、免震構造を提案さしあげたことで、内部の特徴であ

る列柱空間を、後世に伝えるお手伝いが出来たのではないかと考えてお

ります。 

 

●施工者のコメント 

 工事中の地震対策については、SMWを挟んで保存棟Aの反対側敷地で、

土木による地下工事が施工されていたため、高層棟の先行床からの跳出

し仮設RCスラブと、保存棟側からの跳出し仮設RCスラブをコッター形

式で噛み合わせ、相互を鉄板（500×1000×22(上下共)）で結合して水

平耐力を確保した。狭隘な空間で安全面、品質面とも慎重に苦労して施

工した物件である。 

 

 

 

 

置換部 

EXP.J 

EXP.J 
吹抜 

置換部 

【施工手順②】 

【施工手順③】 

【再アルカリ化模式図】 

【施工手順③】 

【施工手順④】 

【保存部模式図】
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